
1.	 回答者の特徴

（1）	職業
回答者の多くが歯科医師（81人、71.7％）でしたが、小児科の医師、保育士、

保育園園長、歯科衛生士、（管理）栄養士、保健師、医療機関の事務など、多
様な職種の方からご回答いただきました。

（2）居住地
全国32都道府県より回答いただきました

（図参照）。これはあくまで回答者の居住地で
す。実際には、さらに多くの県より購入いた
だいています。

（3）	購入回数
半数近い方がリピート購入です。 1 回のみ

の購入者も多いですが、その活用方法を見る
と、医療機関の待合室に置いてくださるな
ど、積極的にご活用いただいていることがわ
かりました。

2.	 どのように活用していますか?
91人（82.0％）と多くの方が無料配布され

ていますが、販売（ 3 人、2.7％）をされて

いる所もありました。「その他」（17人、15.3％）は、待合室に置いている、冊
子を見せながら保護者に指導している、自分用の資料として読んでいるなどで
した。

<具体的な活用方法（一部抜粋）>

子どもたちに「食を通じて、より豊かな人生を送ってほしい」との願いから、歯科医師のアドバイスをまとめた冊子『お口の機能を育てましょう』。離乳準
備期から幼児食期まで、子どもたちの口腔機能を育む方法などを、イラストを多用して分かりやすく解説しています。2013年発行の初版は6万冊が完売!　昨
年発行した改訂版には「食物アレルギーへの対応」や「食具の使用時期」の解説も加え、より内容が充実しました。
改良を重ね、多くの愛読者に恵まれている本冊子。日ごろ、皆様がどのように活用されているのかをお聞きしたく、今年5〜6月に購読者アンケートを実施

しました。以下はその結果（概要）ですが、全国各地で、幅広い職種の方が様々な方法で活用されていることがわかりました。ご購入・ご活用いただいている
皆様に、この場を借りて御礼申し上げます。
また、編集委員の二人から、メッセージとおすすめの活用法を寄稿いただきました。アンケート結果と合わせ、ぜひ参考にしてください。この冊子が、子ど
もたちの健やかな成長の一助になることを願い、改めてご購入・ご活用を呼びかけます。

『お口の機能を育てましょう―歯科医師からのメッセージ』
購読者アンケート　全国から愛用の声

歯科医師
○		 2〜3冊、医院の本棚において読んでもらっています。購入希望の人には買っても
らっています。
○		 スタッフ教育で使用。これを通じて、妊婦さんに指導をしてもらっています。
○		 親子歯みがき教室で配布したり、定期健診の方に配布しています。
○		 歯科衛生士会、保育園や幼稚園の健診時に養護の先生、医科のスタッフに配布し
ています。
○		 妊婦健診、産婦人科の子育て教室の中に歯科のコーナー（時間）を作ってもらい、
その時に配布しています。

歯科衛生士
○		 お子様のブラッシング指導時に、保護者に冊子（対象年齢の項目をお見せして）、
説明・指導に使用しています。
○		 子育てサロン（地域子育て支援センター）に伺うときに、担当の先生や参加者に
も配布しています。

小児科の医師
○		 離乳食で悩む人、いつまでも「赤ちゃん扱い」する人への生活・食事指導に、姿
勢の整え方の指導に使っています。
○		 乳児院や保育園に1冊渡して参考にしてもらっています。

保育士
○		 保育所に入所されるとき、面談で話をするとき、行事のときに活用・配布してい
ます（入所者が低年齢化しています）。
○		 子育て支援センターに来園の家庭、職員の保育士、保護者に配布しています。

その他
○		 小児のCe（エナメル質初期う蝕）メンテナンス時に食事に関する問診票を記入し
てもらって、必要と判断した患者さんに配布したいと思っています。（管理栄養士）
○		 育児相談などで配布しています。（保健師）

対象者：初版以降の購入者全員（他県の保険医協会は除く）
実施期間：2021年5月28日～2021年6月30日
回答率：25.5％（回答数　110件／アンケート発送数　431件）
※詳細なアンケート結果は石川県保険医協会のホームページで
公開しています。ご協力いただいた皆様に御礼申し上げます。
いただいたご意見・ご要望は今後の参考にさせていただきます。
https://ishikawahokeni.jp/okuti-questionnaire/

2回以上
37人
47.4％

1回
41人
52.6％

約半数が
　リピート
　　 購入!

正しい姿勢をとることで頭部が安定し、しっかり噛めるようになります。

食べるときの姿勢も大切です

歯科医師からのアドバイス

★口に運ぶ前に食べ物をよく見せて、食べる興味を引き出しましょう。
★舌が上下にも動くようになるので、舌と上あごで押しつぶして食べられるようになり
ます。それを意識して調理しましょう。
★一口サイズを舌の前方におき、
自分で食べ物をとり込むように
導きましょう。

★飲み込んだ（舌の上に食べ物がない）ことを確認してから、次の分を口に運びましょ
う。食べ急がせないことが大切です。
★薄味で育てましょう。特にこの時期は調味料をまったく使わずに、昆布の出し汁や野
菜のゆで汁で調理しましょう（→P22　Q4）。

足裏が床についていないと姿勢が安定しませ
ん。両腕がテーブルについてしまい、姿勢の悪
い食べ方になりがちです

テーブルの高さは、
肘の高さ前後に
しましょう

テーブルと体の間に、
こぶし一握り分の隙間を
つくりましょう

足の裏全体が、床に
しっかりつくようにしま
しょう

腰を支えるために、
腰と背もたれの間
にタオルケットなど
をはさみましょう

プラスティックブロックなどの補助
台を利用しましょう

コラム

一 口 サイズを
舌の前方におき
ましょう

注意点

月齢

食べ物を、舌と上あごで
押しつぶすことを学ぶ時期

モグモグ期（舌食べ期）

生後７～８ヵ月ごろ

★離乳食を進める際に、段階を経ずに硬い
ものを与えてしまうと、食欲のある子は
「まる飲み」になり、食欲のない子は飲み
こまなくなります。また、将来、「あまり噛
まない」や「食べ物を流し込む」などの食
べ方につながります。歯の生えかたを見
ながら、食べ物の種類や調理法を考える
ことが大切です。

全身の様子
・姿勢が安定します。次第に、座って食べ
られるようになります
・「ハイハイ」が始まります

食べられる物

舌と口の動き
・舌は前後の動きが活発になり、上下にも
動くようになります

・口唇は左右同時に伸縮し、引きしまって
きます

歯の萌出状態
下顎乳中切歯が生えます

離乳食を進める際に、段階を経ずに硬い

！

絹ごし豆腐

７倍がゆ

かぼちゃペースト

茶碗蒸しぐらいの硬さのもの
ゆでて、すりつぶしたホウレンソ
ウやブロッコリーなど（とろみをつ
けると、飲み込みやすくなります）

指で軽く
つぶせる
硬さ

（舌と上あごで
つぶせる硬さ、
ベタベタ状）モグモグ期（舌食べ期）は、口唇が

左右同時に伸縮します。

乳中切歯

目安

目安

6 7

改訂版で食物アレルギーが追加されたのが
非常に良いと思います。（歯科医師）

私たちが伝えたい内容が分かりやすく書かれているので、一緒に見ながらその月齢に合った食事や口の機
能を伝えることができています。助産師さんともこの内容を共有させていただき、授乳から離乳食スタート、
完了まで一貫したサポートに活用でき、大変良かったと思っています。（歯科衛生士）

生後４か月～就学前での乳歯のこと、離乳
食のこと、噛むことの大切さについてポイ
ントを押さえて説明されているので、通常
の診療では時間的制約で言えないことも、
これを見てもらったら保護者にも伝わりや
すいのでとても良いと思います。（管理栄
養士）

歯の生え方によって食べにくい物があるなど、子どもたちの発達に合わせて食
材や料理を変えていくことの理解にとても役立っています。（小児科医師）

歯科医の先生からでないと分からない専門
的な内容を知ることができ、保育の養護的
面からや乳児の時からの配慮の仕方につい
て深く考えることができます。（保育士）

今までお話のみで伝えていた内容が分かり
やすくシンプルに歯の萌出状態ごとにまと
められていて、素晴らしいと思います。（歯
科医師）
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3.	 感想（一部抜粋）
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一般に乳幼児の食育というと、「離乳食」に関する栄
養や調理法を中心とした本が多い中、歯科医師の立場か
ら口腔機能の育成を目的とした離乳食・幼児食の与え方
を発信したいと考え、2013年にこの冊子を発行しました。

編集時には、保育園での保護者への配布、歯科医師が保護者を対象に講演をす
る際の補助的資料、保健所での健診時配布、産婦人科の妊婦教室での配布などを
念頭に入れておりましたが、今回のアンケートでは、さらに多様な活用をしてく
ださっていることがわかりました。また、子育て中の保護者に何度も手に取って
読み返していただけるように、文章を簡潔で分かりやすく、イラストを多用した
ことも好評のようで、大変嬉しく思っております。昨年 5 月発行の改訂版には、
小児科医の先生に食物アレルギーの情報も加えていただき、より子育てに寄り添
える内容になったかと思います。

保護者にお渡しいただく際には、月齢などにこだわりすぎず、この冊子を参考
にしながらも、保護者自身が子育てを楽しむこと、お子様をぬくもりの中で育て
ることが一番大切だとお伝えくださると感謝です。

小児患者の来院の主な目的はむし歯の治療やその予防
で、子どもの口腔機能の発達や成長を気にかける保護
者はあまりみかけません。それは、口腔機能とは何なの
か、またそれが正常に発達する・しないでどのような差
になって現れるのかを知るきっかけがこれまで無かったためだと思います。

当院では、小さいお子さんを持つお母さんや妊婦さんが来院した時にこの冊子
をお渡しして説明し、また関わりのある保育施設や子育て支援センターでも配布
しています。口腔機能の発達について知るのは、歯が萌出してからでは遅いの
で、できれば妊娠中あるいは妊娠前が情報を得るチャンスだと思います。

理想的には、産婦人科医と連携して妊婦教室のような場でこの冊子を活用し
て、口腔機能の発達が大切であることを皆さまに周知できればと考えております。

『お口の機能を育てましょう』
メッセージとおすすめの活用法

編集委員よ
り

月齢にこだわりすぎず、子育てを楽しんで
近藤　政子（金沢市／近藤クリニック）

妊娠中が情報を得るチャンス
長門　佐（金沢市／ながと歯科・小児歯科医院）
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石川県保険医協会のベストセラー

お口の機能を
 育てましょう
─歯科医師からのメッセージ─

『
』

食物アレルギー対応改訂版

［体裁］Ｂ５判、24ページ、カラー
［発行］石川県保険医協会／2020年5月
［定価］300円

本書は、6万冊を完売した前版に、
食物アレルギーや食具の使用時期
（目安）のわかりやすい解説を加えた
改訂版です。
●会員価格は150円（全国の保険医協
会・医会の会員も同価格）。100冊以
上ご注文いただく場合、特価（1冊あ
たり100円）で販売します。
●価格は全て税込・送料別です。10冊
単位でご注文ください。

■注文は石川県保険医協会まで
　電話076-222-5373
　ＦＡＸ076-231-5156

8月２6日（木） 19:30～21:00日時

オンライン会議システム「Zoom」ところ

対  象

オンライン講演会
コロナに負けない

歯科診療室の感染対策と最近のトピックス
講師 高木純一郎氏（石川県立中央病院　歯科口腔外科部長）

会員医療機関の歯科医師およびスタッフ
※詳細、申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。

主催：石川県保険医協会 TEL 076-222-5373  FAX 076-231-5156

歯科初診料注1
の研修対応

会員の皆さまのお気に入りの食べどこ
ろの投稿を募集しています。原稿は600
字程度、写真も一緒にお送りください。

� （編集部）

メール	 ishikawa-hok@doc-net.or.jp
F A X	 076-231-5156

テラスで波の音を聞きながら食後のコーヒータイム

香箱蟹のパスタ
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